
る
。
更
新
世
の
古
熊
野
川
の
流
域
は
、
熊
野
盆
地
と
呉
市
域
の
焼
山
盆
地
や
、
苗
代
盆
地
を
合
せ
て
北
へ
傾
い
た
広
い
受
水
区
域
で
 
 

あ
っ
た
の
で
、
今
日
の
熊
野
盆
地
と
区
別
す
る
た
め
古
熊
野
盆
地
と
よ
ん
で
お
く
。
な
お
二
鰹
木
の
河
谷
は
も
と
古
熊
野
盆
地
に
属
 
 

し
、
堀
切
峠
を
へ
て
焼
山
盆
地
へ
流
れ
て
い
た
が
、
大
屋
川
の
頭
部
侵
食
に
よ
る
河
川
争
奪
の
結
果
、
呉
市
天
応
町
で
海
に
注
ぐ
よ
 
 

う
に
流
域
が
か
わ
っ
た
。
 
 
 

現
在
の
熊
野
盆
地
は
、
河
川
争
奪
で
奪
わ
れ
た
古
熊
野
川
上
流
部
の
諸
支
流
の
集
ま
る
盆
状
谷
と
、
広
島
市
阿
戸
町
の
下
切
遷
急
 
 

点
ま
で
の
熊
野
川
上
流
の
通
谷
を
あ
わ
せ
た
細
長
い
盆
地
で
、
阿
戸
町
の
国
草
の
河
谷
を
除
く
地
域
が
熊
野
町
の
町
域
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
盆
地
を
の
せ
る
安
芸
山
地
に
点
在
す
る
小
盆
地
群
は
、
中
国
山
地
の
中
位
面
を
つ
く
る
準
平
原
の
吉
備
高
原
而
が
、
構
造
運
 
 

動
に
と
も
な
う
傾
動
地
塊
の
弱
線
に
生
じ
た
侵
食
盆
地
で
、
か
つ
て
湖
沼
群
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
 
 

て
河
川
は
断
層
緑
に
影
響
さ
れ
、
北
東
か
ら
南
西
と
北
西
か
ら
南
東
方
向
の
流
路
を
と
り
、
格
子
状
河
系
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
盆
地
は
、
北
と
南
西
を
、
広
島
花
崗
岩
類
か
ら
な
る
標
高
五
、
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
晩
壮
年
山
地
が
囲
み
、
山
麓
緩
斜
面
や
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概
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熊
野
町
の
町
域
は
、
並
走
す
る
山
列
で
画
さ
れ
た
長
方
形
に
近
い
形
状
の
境
域
で
、
そ
の
主
要
部
は
、
北
流
す
る
 
 

熊
野
川
の
河
谷
と
、
南
へ
流
れ
る
二
河
川
の
上
流
が
低
い
谷
中
分
水
界
で
接
し
た
地
溝
性
の
盆
地
か
ら
な
っ
て
い
 
 

一
 
地
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地
溝
性
の
盆
地
床
に
扇
状
地
と
段
丘
が
断
続
し
、
河
川
沿
い
に
氾
濫
原
を
形
成
し
て
い
る
。
住
民
の
生
活
舞
ム
ロ
と
な
っ
て
い
る
こ
の
 
 

よ
う
な
熊
野
盆
地
の
地
形
と
地
質
は
、
古
鮨
野
川
の
流
域
で
あ
っ
た
焼
山
盆
地
や
百
代
盆
地
は
も
ち
ろ
ん
、
安
芸
山
地
に
点
在
す
る
 
 

西
条
・
白
市
・
黒
瀬
の
諸
盆
地
と
よ
く
似
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
熊
野
盆
地
は
盆
地
床
が
谷
中
分
水
界
に
な
っ
て
い
る
た
め
受
水
区
域
が
狭
く
、
潅
漑
用
水
の
乏
し
い
乏
水
地
形
の
土
地
で
あ
 
 

ろ
く
せ
つ
が
い
す
い
 

ば
い
ら
ん
 

せ
 
 

る
反
面
、
蛋
乱
し
や
す
い
黒
雲
母
花
崗
岩
山
地
か
ら
押
し
出
す
土
石
流
や
恋
厨
が
崖
錐
や
扇
状
地
を
形
成
し
、
低
地
帯
が
堰
き
と
め
 
 

ら
れ
た
沼
沢
的
湖
沼
を
繰
り
返
し
た
湿
地
性
の
土
地
で
あ
る
。
 
 
 

町
域
の
各
地
で
先
・
原
史
時
代
の
遺
物
や
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
の
に
古
墳
が
一
基
も
み
つ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
古
墳
時
代
に
 
 

ほ
ま
だ
水
田
の
可
耕
地
化
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
稲
作
農
耕
を
基
盤
と
す
る
社
会
集
団
の
権
力
者
が
出
現
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
 
 

唆
し
て
い
る
。
今
日
、
山
麓
地
帯
に
お
び
た
だ
し
く
分
布
す
る
薄
地
が
中
世
以
降
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
、
水
田
化
が
遅
れ
た
 
 

土
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
 
 
 

町
民
の
生
活
を
の
せ
る
生
活
舞
台
と
し
て
の
地
形
ほ
、
傾
斜
の
緩
か
な
山
麓
経
斜
面
以
下
の
地
域
が
生
産
と
居
住
の
地
と
し
て
利
 
 

用
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
段
丘
と
扇
状
地
に
民
家
や
新
営
の
住
宅
団
地
が
立
地
し
、
水
田
は
港
漑
が
可
能
な
扇
状
地
と
低
位
段
丘
や
、
 
 

谷
中
分
水
界
か
ら
河
畔
の
低
地
に
か
け
て
開
か
れ
て
い
る
。
 
 

地
形
区
 
熊
野
盆
地
の
地
形
は
、
大
き
く
地
塁
性
の
東
部
山
地
と
西
部
山
地
や
、
地
溝
性
通
谷
と
 
 
地
形
区
と
特
徴
の
あ
る
地
形
 
 

盆
状
谷
と
に
分
け
ら
れ
る
。
石
岳
山
（
五
五
九
メ
ー
ト
ル
）
を
主
峰
と
す
る
東
部
山
地
が
西
条
・
黒
 
 

は
こ
と
り
や
ま
 

ど
う
と
こ
ろ
 
瀬
の
丙
盆
地
と
境
し
、
北
の
鉾
取
山
山
列
に
つ
づ
く
原
山
（
六
七
二
・
四
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
、
天
狗
妨
山
（
五
九
t
メ
ー
ト
ル
）
・
洞
所
山
 
 

か
ね
が
と
ら
ろ
ら
や
ま
 
 

（
六
四
丁
四
メ
ー
ト
ル
）
・
城
山
（
五
九
二
・
八
メ
ー
ト
ル
）
を
へ
て
金
ケ
燈
篭
山
（
五
三
丁
九
メ
ー
ト
ル
）
に
お
よ
ぶ
西
部
山
地
が
北
と
西
 
 

を
画
し
瀬
野
州
と
広
島
湾
に
臨
ん
で
い
る
。
東
西
の
両
地
塁
山
地
に
挟
ま
れ
た
熊
野
盆
地
は
、
二
河
川
の
河
川
争
奪
に
よ
っ
て
奪
わ
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ど
ぅ
じ
よ
ら
と
ろ
 
 

れ
た
平
谷
川
・
呉
地
川
・
石
風
呂
川
と
道
上
川
や
土
路
川
が
つ
く
る
不
整
円
形
の
小
盆
状
谷
と
、
三
谷
川
・
探
原
州
・
雲
母
川
・
海
 
 

上
川
な
ど
の
支
流
を
あ
わ
せ
、
鉾
取
山
山
列
に
深
い
横
谷
を
穿
っ
て
瀬
野
川
に
合
流
す
る
熊
野
通
谷
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

町
域
を
地
形
学
的
見
地
か
ら
み
る
と
、
地
形
断
層
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
東
西
両
山
地
は
、
第
三
紀
末
葉
の
地
 
 

変
の
と
き
の
断
層
に
よ
っ
て
生
じ
た
地
塁
の
性
質
を
示
し
、
狭
小
な
地
溝
の
東
経
は
熊
野
川
、
西
経
は
深
原
州
の
谷
か
ら
萩
原
・
上
 
 

明
石
・
金
森
の
地
を
へ
て
南
の
三
石
山
（
四
四
八
・
二
メ
ー
ト
ル
）
の
西
燕
に
い
た
る
構
造
線
が
走
り
、
土
岐
城
山
（
四
一
八
二
ハ
メ
ー
ト
 
 

ル
）
と
上
ノ
山
（
二
六
五
メ
ー
ト
ル
）
ほ
分
離
丘
陵
（
ケ
ル
ソ
パ
ッ
ト
）
、
深
原
川
の
谷
は
断
層
鞍
部
（
ケ
ル
ン
コ
ル
）
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
 
 

西
部
山
地
の
東
麓
は
直
線
状
で
、
雲
母
川
と
三
谷
川
・
石
風
呂
川
や
平
谷
川
は
い
ず
れ
も
山
麓
線
と
本
流
に
対
し
て
直
角
に
合
流
 
 

し
、
断
層
山
地
特
有
の
必
縦
河
川
の
性
質
を
示
し
て
い
る
。
 
 

ふ
も
と
 
 
 

山
麓
緩
斜
面
 
両
山
地
の
麓
に
ほ
、
標
高
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
高
度
に
山
麓
緩
斜
面
と
よ
ば
れ
る
緩
傾
斜
の
地
形
面
が
断
 
 

続
し
、
風
化
と
侵
食
に
弱
い
黒
雲
母
花
崗
岩
山
地
を
侵
食
し
て
断
層
線
か
ら
後
退
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
古
熊
野
盆
地
を
め
 
 

ぐ
る
山
麓
緩
斜
面
に
ほ
、
標
高
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
と
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
二
つ
の
高
度
に
地
形
の
変
化
が
あ
る
。
高
い
方
 
 

は
、
風
化
礫
や
砂
礫
層
か
ら
な
る
古
庄
錐
や
古
一
屈
状
地
が
下
刻
・
削
刺
さ
れ
て
段
丘
化
し
た
地
形
で
、
所
々
に
成
帯
性
赤
色
土
が
み
 
 

ぅ
け
ら
れ
る
。
後
者
ほ
黄
褐
色
の
砂
礫
層
の
西
条
砂
礫
層
か
ら
な
る
段
丘
で
、
断
続
し
、
削
り
の
こ
さ
れ
た
火
山
灰
層
が
局
所
的
に
 
 

の
こ
っ
て
い
る
。
 
 
 

新
古
の
崖
錐
や
扇
状
地
は
河
食
作
用
が
進
行
す
る
過
程
で
生
じ
、
氾
幣
原
の
形
成
と
閑
適
し
て
土
石
流
が
河
川
を
堰
き
と
め
、
沼
 
 

沢
的
湖
沼
を
つ
く
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
 
 
 

段
丘
 
古
熊
野
盆
地
の
段
丘
は
、
段
丘
堆
積
物
の
痕
跡
や
段
丘
の
地
形
面
の
分
布
か
ら
、
高
位
段
丘
（
二
六
〇
l
一
八
〇
メ
ー
ト
 
 

ル
）
、
中
位
段
丘
上
位
面
（
≡
○
上
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
）
、
中
位
段
丘
下
位
面
（
二
〇
〇
l
一
二
五
メ
ー
ト
ル
）
、
低
位
段
丘
（
一
九
〇
ユ
ー
〇
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○
メ
ー
ト
ル
）
の
四
段
の
段
丘
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、
高
位
と
中
位
の
段
丘
は
洪
積
段
丘
、
低
位
段
丘
が
沖
積
段
丘
で
あ
る
。
苗
 
 

代
盆
地
は
盆
地
床
の
高
度
が
高
い
の
で
、
熊
野
盆
状
谷
や
焼
山
盆
地
よ
り
も
見
掛
上
一
段
高
く
、
中
位
段
丘
上
位
面
が
三
〇
〇
～
三
 
 

二
〇
メ
ー
ト
ル
、
中
位
段
丘
下
位
面
が
二
八
〇
～
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
相
当
す
る
。
苗
代
盆
地
の
西
谷
に
あ
る
標
高
三
〇
〇
メ
ー
ト
 
 

ル
の
昭
和
幼
稚
園
の
崖
画
に
は
、
ラ
ミ
ナ
の
あ
る
砂
礫
屑
と
こ
れ
を
不
整
合
に
お
う
土
石
流
の
露
頭
が
あ
る
。
 
 
 

標
高
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
に
は
、
中
郷
原
の
掘
ノ
城
跡
付
近
を
は
じ
め
、
上
保
原
・
石
風
呂
川
上
流
の
 
 

さ
か
づ
ら
 
 

坂
面
大
池
北
方
そ
の
他
に
、
風
化
礫
層
と
湖
成
の
疑
い
の
あ
る
粘
土
層
や
、
砂
礫
層
か
ら
な
る
段
丘
化
し
た
崖
錐
や
扇
状
地
性
の
残
 
 

存
地
形
が
点
在
し
て
い
る
。
こ
の
期
の
地
層
は
、
東
部
山
地
の
大
峠
東
方
の
斜
面
の
崖
而
（
標
高
約
二
七
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
も
み
う
け
ら
 
 

れ
、
古
熊
野
盆
地
の
境
域
を
こ
え
た
広
い
地
域
に
わ
た
る
湖
沼
の
存
在
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
発
見
地
点
が
少
な
い
の
で
断
 
 

定
を
保
留
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

最
も
原
著
な
段
丘
地
形
は
中
位
段
丘
の
上
位
面
で
、
標
高
二
一
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
高
度
に
分
布
し
て
い
 
 

る
。
こ
の
高
度
の
段
丘
は
西
条
砂
礫
層
か
ら
な
る
段
丘
で
、
古
植
野
盆
地
ほ
も
ち
ろ
ん
東
隣
の
西
条
盆
地
と
黒
瀬
盆
地
や
白
石
盆
地
 
 

じ
ゆ
う
じ
な
か
良
ぞ
や
ぎ
ん
だ
い
 
 

か
ね
も
り
ぎ
わ
た
じ
 
 

に
も
み
う
け
ら
れ
る
。
熊
野
盆
状
谷
で
ほ
、
金
森
・
木
綿
地
の
貴
船
神
社
付
近
・
墓
地
・
中
清
・
山
代
・
下
深
原
・
時
光
地
・
初
 
 

神
な
ど
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
焼
山
盆
地
で
は
侵
食
が
進
行
し
て
い
る
た
め
か
標
高
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
 
 

の
丘
陵
の
頂
や
山
麓
緩
斜
面
に
分
布
し
、
堀
切
峠
東
方
で
は
丘
陵
の
頂
上
部
が
潮
成
層
か
ら
な
り
、
二
河
川
の
河
谷
沿
い
で
は
宮
ノ
 
 

迫
田
地
や
向
条
・
第
三
団
地
な
ど
の
住
宅
田
地
が
占
地
し
、
宅
地
の
造
成
地
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

西
条
盆
地
で
は
古
河
川
以
北
の
段
丘
面
が
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
な
の
に
対
し
、
束
子
以
南
で
は
侵
食
が
進
ん
 
 

だ
二
〇
〇
～
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
丘
陵
化
し
た
台
地
に
な
っ
て
い
て
、
古
熊
野
盆
地
は
西
条
盆
地
北
半
部
の
段
丘
面
よ
り
低
 
 

く
、
 西
条
盆
地
の
南
部
か
ら
黒
瀬
盆
地
に
似
た
高
度
と
地
形
を
示
し
て
い
る
。
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熊
野
盆
地
の
盆
地
床
は
盆
状
谷
の
中
央
よ
り
や
や
南
西
寄
り
に
あ
り
、
標
高
二
二
三
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
 
 

傾
斜
の
緩
か
な
谷
中
分
水
界
を
境
と
し
て
、
北
東
部
は
熊
野
川
河
谷
の
氾
濫
原
（
一
八
四
～
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
、
南
は
二
河
川
河
谷
の
 
 

氾
濫
原
（
二
〇
六
～
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
）
を
な
し
、
町
域
で
の
河
床
や
氾
濫
原
の
高
さ
ほ
二
河
川
流
域
の
方
が
わ
ず
か
に
高
い
。
 
 
 

谷
中
分
水
界
は
赤
野
地
か
ら
城
之
掘
広
か
け
て
の
地
で
、
北
西
か
ら
南
東
方
向
へ
麓
屑
性
の
扇
状
地
が
緩
か
に
張
り
出
し
て
中
位
 
 

段
丘
の
上
位
面
を
お
お
う
て
い
る
。
 
 
 

中
位
段
丘
の
下
位
而
は
、
上
位
面
の
侵
食
谷
の
氾
濫
原
へ
張
り
出
し
た
崖
錐
や
扇
状
地
が
堰
き
止
め
て
湖
沼
化
し
、
沈
積
し
て
生
 
 

じ
た
湖
成
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。
標
高
二
二
四
メ
ー
ト
ル
の
中
満
面
の
ボ
ー
リ
ン
グ
資
料
か
ら
み
る
と
こ
の
期
は
深
い
湖
で
は
な
 
 

く
、
地
表
下
三
～
五
メ
ー
ト
ル
の
湖
成
堆
積
物
は
少
な
く
と
も
一
六
回
の
土
砂
の
流
入
と
一
七
回
の
半
陸
化
に
よ
る
水
性
植
物
の
繁
 
 

茂
を
示
し
、
こ
の
期
の
湖
沼
は
極
め
て
浅
い
沼
沢
地
で
そ
の
湿
原
景
観
の
変
遷
を
推
考
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
多
 
 

雨
気
候
に
と
も
な
う
土
石
流
に
よ
る
崖
錐
や
扇
状
地
の
形
成
と
深
い
関
係
が
あ
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

扇
状
地
と
湖
沼
 
熊
野
盆
地
の
特
徴
の
あ
る
地
形
の
一
つ
は
扇
状
地
で
あ
る
。
標
高
二
六
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
 
 

間
に
点
在
す
る
古
崖
錐
や
古
扇
状
地
ほ
、
土
石
流
に
よ
る
砂
礫
層
が
山
蕉
緩
斜
面
を
お
お
い
、
そ
の
後
侵
食
を
う
け
て
刻
ま
れ
た
尾
 
 

根
上
に
の
こ
っ
て
お
り
、
こ
の
期
の
土
石
流
が
崖
錐
や
扇
状
地
を
つ
く
っ
て
河
流
を
堰
き
止
め
、
湖
沼
を
形
成
し
た
公
算
が
大
き
 
 

い
。
標
高
二
一
〇
～
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
中
位
段
丘
上
位
面
を
形
成
す
る
地
層
の
上
部
に
ほ
土
石
流
を
示
す
砂
礫
層
が
み
う
け
ら
 
 

れ
、
崖
錐
や
扇
状
地
が
湖
沼
の
形
成
に
関
与
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
古
一
周
状
地
は
侵
食
に
よ
っ
て
大
部
分
が
削
刺
 
 

さ
れ
、
流
失
し
た
り
新
期
の
一
周
状
地
が
被
覆
し
て
い
る
。
 
 
 

谷
中
分
水
界
の
戎
之
掘
一
崩
状
地
ほ
崖
錐
の
前
面
が
緩
か
な
勾
配
の
扇
状
地
と
な
り
、
熊
野
川
と
二
河
川
の
分
水
界
の
水
源
が
不
明
 
 

瞭
で
水
田
や
民
家
の
濯
排
水
路
を
な
し
、
一
周
状
地
の
地
形
画
は
ほ
と
ん
ど
下
刻
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
こ
の
扇
状
地
の
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囲12－2 熊野盆状谷の地形断面図（数字は標高）  

形
成
さ
れ
た
時
期
が
新
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。
古
熊
野
川
の
支
流
で
あ
っ
た
諸
 
 

河
川
の
う
ち
、
現
在
二
河
川
の
上
流
に
な
っ
て
い
る
呉
地
川
・
道
上
川
・
石
風
 
 

呂
川
と
木
綿
地
川
や
、
熊
野
川
支
流
の
深
原
川
が
一
周
状
地
を
欠
く
ほ
か
は
、
熊
 
 

み
や
の
ま
え
 
 

が
ら
じ
 
 

い
な
り
の
た
に
 
野
川
上
流
の
稲
荷
谷
一
団
状
地
二
二
谷
川
扇
状
地
・
加
良
地
扇
状
地
・
宮
前
扇
 
 

か
い
じ
ょ
う
が
わ
 
状
地
・
時
光
地
扇
状
地
・
海
上
側
扇
状
地
な
ど
の
若
い
扇
状
地
が
氾
濫
原
に
 
 

張
り
出
し
て
盆
地
床
を
埋
積
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
扇
状
地
の
間
の
低
地
帯
は
か
つ
て
浅
い
沼
沢
を
な
し
、
こ
れ
が
陸
化
 
 

し
て
開
析
さ
れ
中
位
段
丘
の
下
位
而
を
形
成
し
た
。
石
風
呂
川
と
木
綿
地
川
は
 
 

二
河
川
に
合
流
し
、
こ
の
段
丘
面
を
下
刻
し
て
低
位
段
丘
と
氾
濫
原
を
つ
く
っ
 
 

て
い
る
。
熊
野
川
は
赤
野
地
と
城
之
掘
の
扇
状
地
に
源
を
発
し
、
西
部
山
地
か
 
 

ら
流
下
す
る
諸
支
流
が
沖
積
扇
状
地
を
つ
く
っ
て
氾
濫
原
に
押
し
出
し
河
道
を
 
 

曲
げ
て
い
る
。
二
河
川
の
下
刻
作
用
は
熊
野
川
に
比
べ
て
活
発
で
、
石
風
呂
川
 
 

と
道
上
川
の
合
流
点
で
は
三
メ
ー
ト
ル
も
の
落
差
の
あ
る
不
協
和
合
流
が
み
ら
 
 

れ
る
。
 
 
 

二
河
川
に
よ
る
河
川
争
奪
は
中
位
段
丘
下
位
面
の
堆
積
後
、
頭
部
侵
食
に
よ
 
 

り
神
田
の
峡
陰
の
下
刻
に
ほ
じ
ま
り
、
こ
の
地
形
面
を
侵
食
し
て
古
鯖
野
川
上
 
 

流
の
訪
支
流
を
奪
い
、
段
丘
化
し
た
。
 
 
 

低
位
段
丘
は
南
北
両
河
川
の
流
域
と
も
中
位
段
丘
の
下
位
面
に
接
し
、
現
河
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熊
野
町
の
位
置
す
る
広
島
県
は
、
全
体
と
し
て
西
南
日
本
の
温
暖
な
気
候
帯
に
属
し
、
と
く
に
沿
岸
部
は
瀬
戸
内
 
 
気
候
の
概
観
 
 

海
式
気
候
に
属
し
て
い
る
。
し
か
し
熊
野
町
は
や
や
内
陸
に
あ
り
、
か
つ
標
高
約
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
と
高
い
の
 
 

で
、
こ
れ
ら
の
点
が
沿
岸
部
と
気
候
を
や
や
異
に
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
沿
岸
部
に
比
較
し
て
冬
季
や
や
寒
く
、
雪
 
 

も
や
や
多
い
。
夏
は
や
や
涼
し
く
、
雨
も
少
な
い
。
 
 

次
に
各
気
候
要
素
別
に
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
気
温
で
あ
る
が
、
年
平
均
気
温
か
ら
み
る
と
、
瀬
戸
内
沿
岸
で
は
摂
 
 
 

気
温
 
 氏

一
五
度
か
ら
一
六
度
で
あ
る
が
、
内
陸
部
中
央
盆
地
群
で
は
や
や
低
く
、
平
均
摂
氏
一
三
度
で
あ
る
。
東
広
島
市
が
熊
 
 

野
に
近
い
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
す
れ
は
、
や
は
り
摂
氏
〓
二
度
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
内
陸
部
に
低
い
パ
タ
ー
ン
は
、
夏
、
冬
を
通
し
て
み
ら
れ
る
が
、
と
く
に
冬
に
顕
著
で
、
沿
岸
部
で
摂
氏
四
～
五
 
 

度
の
と
き
、
内
陸
で
は
摂
氏
三
～
四
度
と
な
る
。
 
 
 

ま
た
夏
は
、
日
中
は
内
陸
の
方
が
逆
に
高
温
と
な
る
こ
と
が
多
い
が
、
沿
岸
部
に
比
較
し
て
浸
度
は
や
や
低
く
、
暑
さ
は
沿
岸
部
 
 
 

第
一
章
 
自
然
環
境
 
 

道
の
氾
濫
原
に
の
ぞ
む
狭
い
小
規
模
の
沖
積
段
丘
で
あ
る
。
堂
垣
内
の
崖
面
で
は
、
小
角
礫
を
含
む
花
崗
岩
砂
の
粗
砂
層
の
上
部
に
 
 

暗
灰
色
の
粘
土
層
が
堆
積
し
、
黒
色
の
湖
沼
性
有
機
土
層
が
蒔
く
お
お
い
沼
沢
地
的
層
相
を
示
し
て
い
る
。
二
河
川
左
岸
の
重
地
で
 
 

ほ
亜
円
礫
を
含
む
砂
礫
層
と
黄
緑
色
粘
土
層
の
互
層
が
低
位
段
丘
を
形
成
し
、
氾
濫
原
の
旧
河
道
が
段
丘
化
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
 
 

い
て
、
河
川
争
奪
後
の
完
新
世
に
も
、
扇
状
地
の
張
り
出
し
に
よ
っ
て
堰
き
止
め
た
沼
沢
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
 
 

る
。
 
 

二
 
気
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l月の月平均気温  と
あ
ま
り
変
ら
な
い
。
夜
間
ほ
と
く
に
比
熱
が
小
さ
く
、
気
温
が
下
り
や
す
い
の
で
、
沿
岸
部
よ
り
涼
し
く
感
じ
る
。
 
 

降
水
量
を
み
る
と
、
年
平
均
一
四
〇
〇
～
一
五
〇
〇
ミ
リ
で
、
沿
岸
部
と
あ
ま
り
差
は
な
い
。
一
月
の
降
水
量
を
み
る
 
 

リ
で
、
呉
や
芸
両
地
方
よ
り
や
や
多
い
。
 
 
 

六
月
を
み
る
と
沿
岸
部
よ
り
や
や
降
水
量
が
多
く
、
二
五
〇
ミ
リ
で
あ
る
。
夏
の
方
が
沿
岸
と
内
陸
の
差
ほ
少
な
い
よ
う
で
あ
 
 

る
。
 
 

降
水
量
 
 

風
を
み
る
と
、
広
島
県
は
一
般
に
風
が
弱
い
所
で
あ
り
、
冬
の
季
節
風
も
そ
れ
程
強
く
な
い
。
夏
季
、
発
達
す
る
海
陸
風
も
 
 

そ
れ
程
強
く
な
い
が
、
南
に
谷
が
開
け
る
た
め
、
熊
野
盆
地
の
南
側
は
風
道
と
な
り
、
盆
地
の
北
側
よ
り
海
陸
風
の
通
り
が
 
 

第
二
節
 
地
形
・
気
候
・
地
質
 
 
 

と
、
中
国
背
梁
山
地
は
、
山
陰
型
の
気
候
の
影
響
を
受
け
て
、
積
雪
が
多
い
。
熊
野
な
ど
内
陸
盆
地
ほ
四
〇
～
五
〇
ミ
 
 

8月の月平均気温  

23  

園1－2→3 広島県における気温  
（℃）の分布（「気象庁観測技術資料第  
10号1958」により吉野正敏作成）  
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表1－2－1 広島県の主要地点の気象衷  

第
一
草
 
自
然
環
境
 
 
 

広島地方気象台「広島県気象年報」  
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図1－2－4 広島県における降水量（皿）の分布（「気象庁観  

測技術資料第13号1959」により吉野正敏作成）   

冬
の
季
節
風
も
、
熊
野
盆
地
は
日
 
 

溜
り
と
な
っ
て
吼
を
さ
え
ぎ
っ
て
い
 
 

る
が
、
盆
地
の
西
側
、
川
角
地
区
 
 

は
、
や
や
夙
が
通
り
抜
け
る
よ
う
 
 

で
、
盆
地
の
中
央
に
比
べ
る
と
、
冬
 
 

季
や
や
寒
い
よ
う
で
あ
る
。
 
 

気
恢
区
分
か
ら
み
る
 
 
 

気
候
区
分
 
 
 
 
 
 
 
 
と
、
圃
1
－
2
－
1
5
 
 

に
よ
る
と
気
温
で
は
に
入
る
よ
う
 
 

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
沿
岸
部
 
 

で
、
冬
季
や
や
寒
い
地
域
に
入
る
。
 
 

降
水
に
よ
る
区
分
か
ら
み
る
と
、
附
 
 

に
入
り
、
恥
は
ど
降
水
量
が
少
な
く
 
 

ほ
な
い
が
、
恥
よ
り
や
や
少
な
い
地
 
 

域
に
含
ま
れ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
気
泡
と
降
水
量
の
区
分
 
 

か
ら
、
全
体
と
し
て
の
気
候
区
分
を
 
 

み
る
と
、
Ⅱ
の
沿
岸
気
候
の
中
に
入
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さ
ら
に
、
小
気
候
的
に
み
れ
ば
、
熊
野
の
中
心
集
落
の
位
置
は
、
背
後
に
山
地
を
背
負
い
、
南
に
画
し
、
冬
季
、
も
っ
と
も
暖
か
 
 

い
地
点
に
立
地
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
古
い
集
落
の
た
か
っ
た
、
川
角
の
県
営
熊
野
団
地
は
、
冬
季
、
熊
野
の
中
心
集
落
よ
り
、
や
 
 

や
寒
い
と
言
え
る
。
 
 

り
、
そ
の
中
で
は
や
や
内
陸
で
、
 
 

気温による地域区分  
は
じ
め
に
 
 

第
二
革
 
自
然
環
境
 
 
 

土
地
な
く
し
て
人
は
生
活
で
き
な
い
。
自
然
環
境
の
保
護
と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
土
地
を
知
ら
ず
し
て
 
 

大
局
的
な
立
場
か
ら
の
自
然
環
境
の
利
用
と
保
全
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 
 
 

三
 
地
 
 

冬
季
少
し
寒
く
、
 
 
雪
も
多
い
瞳
に
入
る
地
域
で
あ
る
。
 
 

図1－2－5 広島県の気温・降水お  
よび気候による地域区  
分（青野正敏原図）  
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本
稿
で
筆
者
は
、
熊
野
町
の
土
地
の
つ
く
り
に
つ
い
て
、
筆
者
と
協
力
者
に
よ
る
野
外
調
査
結
果
を
軸
に
し
、
他
の
研
究
者
に
よ
 
 

る
研
究
成
果
を
参
照
し
な
が
ら
、
解
説
的
に
述
べ
て
み
た
い
。
 
 

野
外
調
査
に
お
い
て
は
、
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
の
林
武
広
教
官
と
一
九
八
三
年
度
卒
業
研
究
の
学
生
諸
君
に
多
大
の
協
力
を
 
 

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
参
考
資
料
と
し
て
は
、
「
地
質
調
査
所
地
域
地
質
研
究
報
告
・
呉
地
域
の
地
質
」
（
一
九
八
五
）
が
特
に
価
値
 
 

の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
心
か
ら
の
敬
意
を
表
し
た
い
。
 
 

熊
野
町
の
地
表
に
現
わ
れ
て
い
る
地
質
体
は
、
熊
野
町
全
域
の
基
盤
を
つ
く
っ
て
い
る
酸
性
火
成
岩
類
 
 

基
盤
を
構
成
し
て
い
る
酸
性
岩
塀
は
、
大
迫
山
・
洞
所
山
主
岐
城
山
な
ど
主
と
し
て
熊
野
町
北
都
地
域
に
分
布
し
て
い
る
流
紋
 
 

岩
頸
と
、
そ
の
他
の
全
域
に
分
布
し
て
い
る
花
山
岡
岩
塀
と
に
二
大
別
さ
れ
る
。
 
 

き
よ
れ
ぎ
 
 

表
層
堆
積
物
と
し
た
も
の
は
、
熊
野
盆
地
を
と
り
ま
く
山
々
の
山
あ
い
の
谷
間
や
山
す
そ
の
緩
斜
面
に
み
ら
れ
る
巨
礫
層
と
、
盆
 
 

き
れ
き
 
 

地
内
で
標
高
約
二
二
〇
米
以
上
に
み
ら
れ
る
砂
礫
層
と
に
二
大
別
さ
れ
る
。
 
 

が
い
す
い
た
い
せ
学
ぶ
つ
だ
ん
ぎ
ゆ
う
く
れ
 
 
東
元
定
雄
ほ
か
は
、
前
述
の
巨
礫
層
を
崖
錐
堆
積
物
、
盆
地
内
低
所
の
砂
礫
屑
を
段
丘
堆
積
物
、
花
崗
岩
類
を
呉
花
崗
岩
と
呼
 
 

ん
で
い
る
翫
認
甥
議
㌘
呉
。
流
紋
岩
績
は
、
広
島
県
に
広
く
分
布
し
て
い
る
高
田
流
紋
岩
頸
の
一
部
と
み
な
さ
れ
る
。
 
 

熊
野
町
の
基
盤
を
つ
く
っ
て
い
る
岩
石
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
流
紋
岩
類
と
花
樹
岩
規
と
で
あ
る
。
 
 

せ
き
え
い
L
ヤ
ち
ょ
う
せ
き
く
ろ
う
ん
 
し
て
灰
白
色
で
、
細
粒
の
き
じ
（
石
基
）
の
中
に
二
な
い
し
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
石
英
・
斜
長
石
・
ア
ル
カ
リ
長
石
・
お
よ
び
黒
雲
 
 

母
の
比
較
的
大
き
な
結
晶
（
斑
晶
）
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
よ
う
に
点
在
す
る
斑
状
の
岩
石
で
あ
る
（
図
1
1
2
i
7
）
。
中
に
は
、
石
基
の
 
 

結
晶
の
大
き
さ
が
一
〇
〇
ミ
ク
ロ
ン
以
上
を
示
し
、
石
英
斑
岩
と
呼
ば
れ
う
る
も
の
も
あ
る
。
第
二
の
タ
イ
プ
は
、
洞
所
山
付
近
に
 
 

第
二
節
 
地
形
・
気
候
・
地
質
 
 

熊
野
町
の
地
質
の
概
要
 
 

基
盤
岩
糟
に
つ
い
て
 
 

熊
野
町
に
分
布
す
る
流
紋
岩
頬
に
は
大
別
し
て
二
つ
の
タ
イ
プ
の
も
の
が
あ
る
。
一
つ
は
、
岩
石
全
体
と
 
 

と
、
熊
野
町
の
底
地
表
層
に
の
み
み
ら
れ
る
表
層
堆
積
物
と
に
二
大
別
さ
れ
る
。
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第
一
章
 
自
然
環
境
 
 
 

B
 
石
岳
山
 
 

図1－2－6 熊野町の地質囲および地質断面図  
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匡＝－2－7 流紋岩の偏  

光顕微鏡写  
真  

第
二
節
 
地
形
・
気
候
・
地
質
 
 

2－8 榊拉黒雲丹  
花√謁岩の偏  
光顕微鏡写  
真  

匡＝  

図1－29 租粒黒雲母  

花崗岩の偏  
光紆徴鏡写  
真   

2∂  



煩
が
分
布
し
て
い
る
（
図
1
－
2
6
の
地
質
囲
お
よ
び
地
質
断
面
図
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
 
 

し
か
し
、
流
紋
岩
類
ほ
花
崗
岩
類
に
よ
っ
て
著
し
い
接
触
変
成
作
用
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
流
紋
岩
額
が
古
く
か
ら
存
在
し
て
 
 

い
て
そ
こ
に
花
崗
岩
類
が
後
か
ら
貫
入
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
野
外
で
み
ら
れ
る
両
者
の
接
触
面
の
形
状
は
場
所
に
よ
っ
て
異
 
 
 

第
一
章
 
自
然
環
境
 
 

み
ら
れ
る
も
の
で
、
岩
石
全
体
と
し
て
、
黒
色
ち
密
で
塊
状
の
岩
石
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
流
紋
岩
は
、
構
成
鉱
物
の
結
晶
が
き
 
 

わ
め
て
細
粒
で
あ
る
た
め
に
、
肉
限
で
は
そ
れ
が
流
紋
岩
で
あ
る
こ
と
の
認
定
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
岩
石
は
、
火
山
灰
 
 

起
源
の
流
紋
岩
質
凝
灰
岩
で
あ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
 
 

そ
り
ゆ
う
く
ろ
ら
ん
も
か
こ
う
が
ん
さ
い
り
ゆ
う
 
 
熊
野
町
の
基
盤
の
大
部
分
を
構
成
し
て
い
る
花
崗
岩
頸
は
、
主
と
し
て
粗
粒
黒
雲
母
花
崗
岩
で
、
部
分
的
に
細
粒
黒
雲
母
花
崗
 
 

岩
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
粗
粒
黒
雲
母
花
崗
岩
は
、
熊
野
町
南
西
の
絵
下
山
か
ら
西
部
の
金
ケ
燈
篭
山
お
よ
び
城
山
に
か
け
て
の
山
 
 

地
、
洞
所
山
と
原
山
の
下
斜
面
、
土
岐
城
山
の
南
半
分
、
お
よ
び
熊
野
盆
地
の
東
側
山
地
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
山
地
の
 
 

山
頂
を
構
成
し
て
い
る
霹
岩
や
山
腹
に
点
在
す
る
露
岩
を
の
ぞ
け
ば
、
熊
野
町
の
花
崗
岩
は
一
般
に
強
度
の
風
化
作
用
を
受
け
て
い
 
 

て
、
指
で
穴
が
掘
れ
る
程
の
〝
ク
サ
リ
花
山
岡
岩
〃
と
な
っ
て
い
る
。
新
鮮
な
（
風
化
し
て
い
な
い
）
黒
雲
母
花
崗
岩
は
、
ピ
ン
ク
色
の
 
 

う
す
ず
み
 
 

ア
ル
カ
リ
長
石
・
白
色
の
斜
長
石
・
半
透
明
薄
墨
色
に
み
え
る
石
英
・
お
よ
び
黒
雲
母
の
結
晶
が
隙
間
な
く
入
り
組
み
合
っ
た
つ
く
 
 

り
（
完
品
質
等
粒
状
組
織
）
を
示
す
。
 
 
 

高
所
に
分
布
す
る
流
紋
岩
類
と
よ
り
低
所
に
あ
る
花
山
岡
岩
炉
と
が
水
平
に
近
い
低
角
度
で
接
触
し
て
い
る
よ
う
な
所
（
熊
野
町
北
部
 
 

ぉ
よ
び
西
部
山
地
）
で
は
、
接
触
部
付
近
の
花
崗
岩
ほ
細
粒
花
崗
岩
に
な
っ
て
い
る
。
偏
光
顕
微
鏡
で
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
粗
粒
黒
雲
 
 

母
花
崗
岩
（
図
1
1
2
－
9
）
と
細
粒
黒
雲
母
花
崗
岩
（
図
1
－
2
－
8
）
と
は
、
構
成
鉱
物
の
結
晶
の
大
き
さ
が
興
る
の
み
で
、
本
質
 
 

的
な
差
異
は
な
い
。
 
 

流
紋
岩
類
と
花
】
岡
岩
類
と
の
関
係
と
年
代
 
 

原
山
や
洞
所
山
で
は
、
地
形
的
高
所
に
流
紋
岩
煩
が
分
布
し
、
地
形
的
低
所
に
花
山
岡
岩
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並
－
ら
ら
 
な
る
。
宮
地
か
ら
大
迫
に
至
る
雲
母
州
両
側
斜
面
で
の
観
察
で
は
、
両
者
の
接
触
面
は
ほ
ぼ
水
平
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
接
 
 

触
状
態
は
、
広
島
市
阿
戸
町
か
ら
瀬
野
川
町
に
い
た
る
熊
野
川
ぞ
い
で
も
追
跡
で
き
る
。
土
岐
城
山
で
は
、
頂
上
を
通
る
北
西
－
南
 
 

東
方
向
の
線
を
境
に
し
て
、
北
東
側
に
分
布
す
る
流
紋
岩
類
と
南
西
側
に
分
布
す
る
花
暫
石
類
と
が
急
傾
斜
の
面
で
接
触
し
て
い
 
 

る
。
土
岐
城
山
に
お
け
る
こ
の
急
傾
斜
の
接
触
関
係
は
標
高
約
二
五
〇
メ
ー
ト
ル
よ
り
高
所
で
み
ら
れ
、
そ
れ
よ
り
低
所
で
は
水
平
 
 

に
近
い
接
触
関
係
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
状
の
接
触
関
係
は
大
竹
市
で
も
〝
階
段
構
造
″
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
て
 
 

賠
諾
弊
鮎
諸
恕
摘
花
崗
岩
の
貫
入
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
 
 
 

な
お
、
流
紋
岩
頸
と
花
崗
岩
頸
と
の
形
成
年
代
に
つ
い
て
の
直
接
的
デ
ー
タ
は
熊
野
川
地
域
で
は
報
告
き
れ
て
い
な
い
。
近
隣
地
 
 

域
か
ら
の
参
考
資
料
と
し
て
東
元
ほ
か
（
完
八
五
）
か
ら
と
る
と
、
彼
等
は
、
呉
花
暫
石
忙
つ
い
て
八
〇
〇
〇
万
年
な
い
し
九
〇
〇
 
 

〇
万
年
と
い
う
直
接
測
定
年
代
を
、
流
紋
岩
塀
に
つ
い
て
は
中
国
地
方
諸
地
域
か
ら
報
告
さ
れ
て
い
る
年
代
伯
か
ら
八
五
〇
〇
万
年
 
 

な
い
し
一
億
年
と
い
う
推
定
年
代
を
提
出
し
て
い
る
ご
」
れ
ら
の
年
代
値
は
熊
野
町
の
基
哲
石
塀
に
も
妥
当
す
る
に
ち
が
い
な
い
。
 
 

要
す
る
に
、
中
生
代
自
粛
絶
後
瑚
に
お
い
て
、
流
紋
岩
類
の
噴
出
、
そ
れ
に
引
続
い
て
の
花
崗
岩
頬
の
質
入
、
と
い
う
一
連
の
火
成
 
 

活
動
が
あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
火
成
活
動
は
環
太
平
洋
地
域
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

熊
野
町
南
域
に
分
布
す
る
表
層
堆
積
物
（
主
と
し
て
節
四
紀
の
も
の
で
現
世
の
も
の
も
含
む
）
は
、
東
元
ほ
か
 
 

段
丘
堆
積
物
、
に
分
痕
薗
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

し
か
し
、
彼
等
の
分
塀
は
あ
ま
り
に
も
細
か
す
ぎ
て
難
解
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
採
用
さ
れ
な
い
。
筆
者
は
、
熊
野
町
 
 

に
分
布
す
る
表
層
堆
積
物
を
山
麓
緩
斜
面
巨
礫
層
と
盆
地
内
砂
礫
層
と
に
二
大
別
し
て
述
べ
る
。
 
 
 

山
麓
緩
斜
面
巨
礫
層
は
、
熊
野
盆
地
を
と
り
ま
く
山
々
の
山
麓
緩
斜
面
に
堆
積
さ
れ
た
礫
層
で
、
大
・
小
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ズ
の
 
 

第
二
節
 
地
形
・
気
候
・
地
質
 
 

表
層
堆
積
物
に
つ
い
て
 
 

（
一
九
八
五
）
に
よ
っ
て
、
古
期
崖
錐
堆
積
物
、
新
期
崖
錐
堆
積
物
、
上
位
段
丘
堆
積
物
、
お
よ
び
下
位
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園1－2－川 山麓緩斜面  

巨礫層  
大露頭の北  
東端（本文  

参照）  

第
一
黄
 
白
然
環
境
 
 
 

匡＝2－11同  上  
大露頭の両  
所よりの部  
分  



角
警
主
と
し
た
堆
積
物
で
、
少
量
の
砂
・
泥
の
レ
ソ
ズ
状
蒋
層
を
挟
有
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
巨
礫
層
は
、
熊
野
盆
地
西
縁
の
山
 
 

隆
緩
斜
面
（
大
年
原
・
郷
原
地
・
中
郷
原
・
赤
野
地
壷
何
守
山
本
地
・
陛
地
・
に
か
け
て
発
達
し
て
い
る
諾
す
姦
斜
面
）
に
お
い
て
驚
 
 

典
型
的
に
発
達
し
て
い
る
。
中
で
も
最
も
す
£
た
露
頭
ほ
、
大
年
原
と
瞳
地
を
結
宗
道
貰
っ
て
畦
地
よ
り
に
あ
る
霹
頭
で
、
 
 

高
さ
七
Å
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
七
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
大
慧
で
あ
る
。
こ
の
露
頭
遠
出
し
て
い
る
山
麓
緩
斜
面
巨
礫
層
は
、
露
 
 

頭
北
芸
近
く
で
、
風
化
し
た
〝
ク
サ
リ
〟
花
崗
岩
と
西
に
急
斜
す
る
境
界
面
で
接
し
て
い
る
（
園
1
1
2
ん
）
。
こ
の
大
露
頭
の
 
 

西
端
近
く
で
、
不
警
面
は
再
び
道
路
聖
に
あ
ら
究
、
そ
こ
で
は
〝
ク
サ
リ
〟
花
笠
の
上
に
、
不
整
合
面
を
境
に
し
て
巨
礫
 
 

層
に
含
ま
れ
る
砂
層
が
乗
っ
て
い
る
。
こ
の
大
窪
に
露
出
し
て
い
る
山
麓
緩
斜
面
巨
礫
屑
は
、
全
体
と
し
て
み
る
と
ポ
ー
ル
ダ
ー
 
 

（
巨
礫
）
と
コ
プ
ル
（
大
礫
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
細
か
く
観
察
す
る
と
い
く
つ
か
の
堆
積
単
位
に
区
分
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
 
 

1
0
）
、
雪
中
央
部
付
近
で
筐
警
大
礫
 
 

露
頭
北
東
端
折
く
で
ほ
巨
讐
水
平
な
層
を
つ
く
っ
て
堆
警
て
い
る
が
（
図
1
1
2
1
 
 

の
楔
状
堆
撃
位
が
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
、
慧
南
西
端
近
く
で
は
構
成
礫
が
小
さ
く
な
る
と
共
蒜
在
す
る
砂
の
量
が
増
し
、
そ
 
 

れ
ら
が
西
に
傾
斜
す
る
斜
の
層
を
形
成
し
て
い
る
（
図
1
－
2
J
l
）
D
こ
の
よ
う
な
事
実
（
園
1
－
2
1
0
・
1
1
・
ほ
に
み
ら
れ
る
い
ろ
い
 
 

ろ
な
成
層
の
し
か
た
）
は
、
山
麓
緩
斜
面
巨
礫
層
の
運
搬
・
堆
積
の
過
程
で
多
量
の
水
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
 
 

意
味
で
、
山
麓
緩
斜
面
巨
疲
層
は
、
〝
土
石
流
〟
性
の
堆
積
物
で
あ
り
、
東
元
ほ
か
（
完
八
五
）
の
〝
崖
錐
〝
堆
積
物
と
い
う
呼
び
 
 

名
は
妥
当
で
な
い
。
 
 
 

筆
者
が
盆
地
内
砂
礫
層
と
呼
ぷ
堆
積
物
は
、
熊
野
盆
地
内
で
標
高
約
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
望
の
所
蒜
布
し
て
い
る
砂
礫
層
で
あ
 
 

る
D
盆
地
内
で
の
標
高
聖
二
〇
メ
ー
ト
ル
竿
の
所
は
、
現
在
の
二
河
川
と
熊
野
川
お
よ
び
そ
れ
ら
の
支
流
の
侵
食
作
用
に
よ
っ
 
 

て
形
成
さ
れ
た
低
地
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
盆
地
内
砂
礫
層
が
分
布
す
る
標
高
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
盆
地
内
平
地
は
、
現
在
 
 

の
河
川
が
つ
く
っ
た
段
丘
地
警
あ
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
盆
地
内
砂
礫
層
は
、
熊
野
盆
地
庶
の
平
坦
地
の
殆
ど
を
覆
っ
て
 
 

第
二
節
 
地
形
・
気
慌
・
地
質
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図1－2－13 盆地内砂礫  

層  
熊野盆地南  
西端付近の  
露頭（本文  

参照）  

第
一
章
 
自
然
環
境
 
 

囲1－2－14 同   上  

（本文参照）  
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期
崖
錐
堆
積
物
・
上
位
段
丘
堆
積
物
・
お
よ
び
下
位
段
丘
堆
穫
物
に
分
類
し
て
記
述
二
凶
示
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
熊
野
 
 

第
二
節
 
地
形
・
気
候
・
地
質
 
 
 

発
達
し
て
い
る
竿
で
あ
り
、
東
元
は
か
（
一
九
八
五
）
は
木
綿
地
・
川
角
・
太
央
・
陣
界
・
重
地
の
二
筒
に
彼
等
の
下
位
段
丘
堆
積
物
 
 

の
分
布
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
東
元
は
か
（
一
九
八
五
）
の
言
う
、
下
位
段
丘
堆
積
物
は
現
在
の
二
河
川
の
堆
積
物
で
あ
る
可
 
 

能
性
が
大
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
筆
者
は
、
確
実
な
盆
地
内
砂
礫
層
の
分
布
の
み
を
示
し
た
。
確
実
な
盆
地
内
砂
礫
層
の
露
頭
 
 

は
、
桶
野
盆
地
南
部
に
集
中
し
て
い
て
、
長
迫
か
ら
呉
市
押
込
四
丁
目
に
か
け
て
の
標
高
約
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
低
い
丘
の
上
 
 

（
囲
1
－
2
－
1
3
・
1
4
）
、
熊
野
高
等
学
校
北
東
方
の
標
高
約
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
低
い
丘
の
上
、
風
呂
川
と
地
方
矢
野
安
浦
絶
と
 
 

の
交
叉
点
付
近
の
標
高
約
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
所
（
国
1
－
2
－
ほ
）
、
な
ど
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
。
次
に
こ
れ
ら
の
露
頭
に
 
 

お
け
る
観
察
を
総
合
し
て
述
べ
る
。
盆
地
内
砂
礫
層
は
、
場
所
に
よ
っ
て
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
。
主
要
地
方
道
絹
野
呉
線
よ
り
西
 
 

で
呉
市
と
熊
野
町
と
の
境
界
線
ぞ
い
に
、
盆
地
内
砂
礫
層
の
す
ぐ
れ
た
露
頭
が
存
在
し
て
い
る
（
図
1
－
2
1
1
3
・
1
4
）
。
図
1
－
2
－
 
 

1
3
の
露
頭
で
は
、
露
頭
下
部
に
〃
ク
サ
リ
〃
花
崗
岩
が
あ
り
、
そ
の
上
に
厚
い
礫
層
が
堆
積
し
て
い
る
。
こ
こ
で
見
ら
れ
る
礫
層
に
 
 

は
、
園
の
右
か
ら
左
に
傾
く
大
ス
ケ
ー
ル
の
斜
交
層
理
が
発
達
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
が
水
量
の
多
い
河
川
に
発
達
し
た
礫
州
の
堆
積
 
 

物
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
図
1
1
2
1
1
4
の
露
頭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
盆
地
内
堆
積
屑
は
、
最
下
部
に
厚
さ
一
メ
1
・
－
ト
ル
 
 

程
度
の
礫
層
を
も
ち
、
そ
の
上
に
、
砂
層
を
主
と
し
薄
い
泥
層
と
薄
い
礫
屑
を
と
も
な
う
堆
積
物
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
堆
積
 
 

物
は
明
確
な
水
流
性
斜
交
層
理
を
示
し
て
い
る
。
園
1
－
2
1
1
5
に
示
さ
れ
た
露
頭
は
、
主
要
地
方
道
矢
野
安
浦
絶
と
風
呂
川
と
の
 
 

交
点
の
東
方
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
主
と
し
て
紳
礫
ま
じ
り
の
粗
粒
砂
か
ら
な
る
地
層
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
 
 

明
瞭
な
流
水
性
堆
積
構
造
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

山
麓
緩
斜
面
巨
礫
屑
と
盆
地
内
砂
礫
層
と
の
関
係
と
年
代
 
 先
述
し
た
よ
う
に
、
東
元
ほ
か
（
一
九
八
五
）
は
、
熊
野
盆
地
南
半
 
 

（
北
緯
三
四
度
二
〇
分
以
南
）
の
表
層
堆
積
物
を
古
期
崖
錐
堆
積
物
・
新
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盆
地
の
表
層
堆
楕
物
を
山
麓
緩
斜
面
巨
礫
層
と
盆
地
内
砂
礫
層
と
竺
一
大
別
し
て
記
述
し
た
（
地
閉
園
に
は
表
層
琳
柄
物
と
し
て
一
括
し
 
 

て
示
し
た
）
。
 
 
 

東
元
ほ
か
は
、
彼
等
の
分
類
の
基
準
に
つ
い
て
、
「
段
丘
堆
積
物
及
び
崖
錐
堆
癒
物
は
、
花
崗
岩
規
や
西
条
層
を
不
整
合
に
覆
 
 

う
。
段
丘
堆
積
物
は
、
地
形
面
の
比
高
、
保
存
状
態
や
堆
積
物
の
性
質
等
か
ら
、
少
く
と
も
新
旧
二
層
に
区
分
が
可
能
で
、
こ
れ
ら
 
 

を
上
位
及
び
下
位
段
丘
堆
積
物
と
呼
ぷ
。
ま
た
、
扇
状
地
－
産
経
堆
積
物
も
同
じ
よ
う
な
基
準
で
二
群
に
区
分
で
き
、
こ
れ
ら
を
古
 
 

期
及
び
新
期
尾
錠
堆
積
物
と
呼
ぷ
（
古
期
及
び
新
制
産
経
枇
雛
物
の
年
代
的
な
境
界
は
、
段
丘
靴
析
物
ほ
ど
明
膿
で
は
な
く
、
む
し
ろ
漸
移
的
で
 
 

あ
る
）
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
等
の
分
類
は
地
形
面
の
比
高
を
最
も
重
大
視
し
そ
れ
に
堆
積
物
の
 
 

風
化
の
程
度
を
加
味
し
た
も
の
で
、
筆
者
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
参
考
ま
で
に
、
筆
者
（
一
九
七
八
）
は
、
窯
頼
盆
地
の
表
層
堆
 
 

積
物
を
周
辺
斜
面
堆
積
相
（
本
稿
の
山
麓
綴
斜
面
巨
礫
㍍
に
相
当
）
と
盆
地
内
堆
積
相
（
い
わ
ゆ
る
西
条
砂
礫
屑
）
と
に
二
分
し
、
「
黒
瀬
町
 
 

の
小
田
山
の
南
焚
一
帯
や
呉
市
郷
原
の
南
東
側
緩
斜
面
を
模
式
地
と
し
て
発
達
す
る
山
教
授
斜
面
琳
積
物
が
、
こ
こ
に
周
辺
斜
面
堆
 
 

積
相
と
仮
称
さ
れ
る
も
の
の
典
型
で
あ
る
。
こ
の
周
辺
斜
面
堆
積
相
の
中
に
は
、
赤
木
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
ペ
デ
イ
メ
ソ
ト
上
堆
 
 

積
物
の
特
徴
媚
蛸
霧
祀
完
堵
諾
相
項
首
も
つ
堆
積
物
や
、
吉
川
ほ
か
が
言
う
よ
う
な
弼
誹
越
知
形
現
在
的
な
土
石
流
性
の
堆
積
物
も
 
 

こ
の
周
辺
斜
面
堆
積
 
 

含
ま
れ
る
。
こ
の
周
辺
斜
面
堆
積
相
の
一
部
は
明
か
に
盆
地
内
堆
積
相
の
堆
積
物
と
指
交
し
て
い
る
。
：
・
。
 
 

相
と
し
た
も
の
の
中
に
は
、
赤
色
風
化
が
い
ち
じ
る
し
い
も
の
と
新
鮮
な
も
の
、
層
状
に
発
達
す
る
も
の
と
谷
型
に
発
達
す
る
も
の
 
 

な
ど
が
複
雑
な
関
係
で
発
達
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
 
 
 

問
題
点
の
第
一
ほ
、
東
元
ほ
か
（
一
九
八
五
）
の
言
う
〃
崖
錐
堆
積
物
〃
と
筆
者
の
言
う
〝
山
麓
緩
斜
面
巨
礫
層
（
周
辺
斜
面
堆
積
 
 

相
）
と
の
認
識
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
堆
積
物
は
、
恐
ら
く
、
西
条
砂
礫
屑
聴
潰
暗
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
の
長
期
間
に
わ
た
 
 

っ
て
、
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
た
周
辺
山
地
の
風
化
韮
健
か
ら
の
土
石
流
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
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る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ら
が
山
麓
緩
斜
面
上
に
帯
状
の
分
布
を
み
せ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
複
合
一
周
状
地
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
 
 

あ
り
、
あ
る
限
ら
れ
た
時
期
に
同
時
的
に
起
こ
っ
た
堆
積
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

問
題
点
の
第
二
は
、
山
麓
緩
斜
面
巨
礫
層
と
盆
地
内
砂
礫
層
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
東
元
ほ
か
（
一
九
八
五
）
 
 

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
重
要
な
発
見
と
考
察
を
提
供
し
て
い
る
。
 
 

①
↑
位
段
丘
堆
積
物
中
に
姶
良
T
n
火
山
灰
層
を
発
見
し
、
下
位
段
丘
堆
積
物
が
約
二
万
年
位
の
年
代
を
も
つ
こ
と
。
①
下
位
 
 

段
丘
の
地
形
面
が
関
東
地
方
の
立
川
面
に
対
比
で
き
る
と
い
う
可
能
性
。
③
 
上
位
段
丘
堆
積
物
は
関
更
地
方
の
下
末
書
層
頃
の
年
 
 

代
か
そ
れ
よ
り
新
し
い
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
。
④
 
古
期
崖
錐
堆
積
物
は
上
位
段
丘
堆
積
物
の
前
後
の
も
の
で
下
位
段
丘
堆
積
物
よ
 
 

り
古
い
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
D
①
新
期
崖
錐
堆
積
物
は
↑
位
段
丘
堆
積
物
中
の
T
n
火
山
灰
層
と
同
一
物
を
含
ん
で
い
る
こ
と
。
 
 
 

東
元
ほ
か
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
発
見
と
考
察
は
、
古
期
庄
錐
堆
積
物
と
上
位
段
丘
堆
積
物
と
が
部
分
的
に
同
時
期
の
堆
積
物
で
あ
 
 

り
、
新
期
崖
錐
堆
積
物
と
下
位
段
丘
堆
積
物
と
が
部
分
的
に
同
時
期
の
堆
積
物
で
あ
る
こ
と
、
前
者
は
西
条
砂
礫
屑
（
約
六
〇
万
年
前
 
 

後
の
年
代
）
よ
り
新
し
く
一
〇
万
年
前
後
の
年
代
を
も
ち
、
後
者
は
二
万
年
前
彼
の
年
代
を
も
つ
こ
と
、
を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

筆
者
は
、
基
本
的
に
は
東
元
は
か
の
考
え
を
支
持
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
等
の
段
丘
堆
積
物
に
つ
い
て
の
新
・
旧
二
区
分
に
は
必
 
 

ず
し
も
全
面
的
な
賛
成
を
し
か
ね
て
い
る
。
段
丘
堆
積
物
（
筆
者
の
盆
地
内
砂
礫
屈
）
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
詳
し
い
堆
積
学
的
な
検
討
 
 

を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
現
段
階
で
は
、
筆
者
は
、
盆
地
内
砂
礫
層
が
全
面
的
に
河
川
堆
積
物
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
一
局
状
地
 
 

末
端
堆
積
物
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
ら
二
者
に
区
分
さ
れ
る
も
の
な
の
か
、
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
 
 

熊
野
町
の
基
鮭
岩
額
が
高
度
の
風
化
を
受
け
て
、
〃
ク
サ
リ
〃
岩
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
 
 

る
。
ま
た
、
海
上
川
の
上
流
の
笹
ケ
峠
付
近
で
は
、
山
腹
を
構
成
し
て
い
る
基
盤
岩
自
体
が
い
ち
じ
る
し
い
風
化
を
受
け
た
〝
ク
サ
 
 

第
二
節
 
地
形
・
気
候
・
地
質
 
 
 

風
化
と
自
然
保
護
に
つ
い
て
 
 

ベ
た
。
表
層
堆
積
物
に
直
接
に
覆
わ
れ
て
い
る
所
の
基
館
岩
ほ
〝
ク
サ
リ
″
花
闘
岩
と
な
っ
て
い
 
 



ま
た
、
当
地
域
の
新
期
堆
積
物
に
つ
い
て
最
新
の
貴
重
な
知
識
を
提
供
し
て
い
る
「
地
域
地
質
研
究
報
告
・
呉
地
域
の
地
質
」
の
 
 

著
者
各
位
（
東
元
定
雄
・
松
潤
浩
久
・
水
野
酒
秀
・
河
田
清
雄
）
に
敬
意
と
感
謝
の
念
を
表
し
た
い
。
 
 
 

は
、
ろ
う
石
を
採
掘
し
た
熊
野
鉱
山
の
跡
で
あ
る
。
広
島
県
地
質
図
説
明
書
（
一
九
六
四
）
に
よ
る
と
、
「
鉱
床
 
 

は
黒
雲
母
花
崗
岩
に
よ
り
ホ
ル
ン
ヘ
ル
ス
化
さ
れ
た
流
紋
岩
質
凝
灰
岩
中
に
賦
存
す
る
。
流
紋
岩
類
は
走
向
東
西
、
傾
斜
南
に
約
三
 
 

〇
度
で
あ
る
。
鉱
石
は
パ
イ
ロ
フ
ィ
ラ
イ
ト
を
主
と
し
、
ダ
イ
ア
ス
ポ
ア
・
コ
ラ
ン
ダ
ム
・
紅
柱
石
・
綿
雲
母
な
ど
を
伴
う
。
鉱
石
 
 

中
に
は
多
量
の
紅
柱
石
を
含
む
部
分
が
あ
る
。
綿
雲
母
は
、
富
鉱
部
の
周
辺
に
多
い
。
鉱
石
は
耐
火
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
本
 
 

鉱
床
の
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
東
に
も
ろ
う
石
鉱
床
が
知
ら
れ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
何
時
の
日
か
利
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
熊
 
 

野
町
の
財
産
で
あ
る
。
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り
〃
岩
で
、
現
在
進
行
中
の
土
石
流
現
象
が
観
察
さ
れ
る
。
幸
に
し
て
、
こ
の
付
近
の
山
腹
一
帯
に
は
砂
防
工
事
が
行
き
と
ど
い
て
 
 

い
る
が
、
一
部
の
む
き
出
し
の
山
肌
は
好
天
時
で
も
崩
壊
が
進
行
し
て
い
て
、
豪
雨
時
を
想
像
す
れ
ば
肌
寒
い
お
も
い
が
す
る
。
 
 
 

山
麓
緩
斜
面
の
開
発
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
こ
が
巨
礫
層
の
発
達
地
域
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
格
段
の
配
慮
が
必
要
で
あ
 
 

る
。
 
 

ぁ
わ
り
に
 
 

鉱
床
に
つ
い
て
 
 

本
項
を
結
ぶ
に
あ
た
っ
て
、
地
質
野
外
調
査
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
林
武
広
・
小
川
聡
・
沖
本
秀
寿
・
贋
村
奈
 
 

美
・
玉
井
啓
二
・
福
光
裕
次
・
お
よ
び
松
浦
徹
の
各
氏
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
 
 

女
－
ら
L
ワ
 
 

宮
前
か
ら
雲
母
川
ぞ
い
の
道
を
原
に
向
か
っ
て
登
っ
て
行
く
と
、
道
路
終
点
に
採
掘
場
の
跡
が
あ
る
。
こ
れ
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